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平成 29年 2月 14日 

各 位 

会  社  名  株 式 会 社 フ ォ ー サ イ ド

代 表 者 名   代 表 取 締 役  假 屋  勝 

（JASDAQ・コード 2330） 

問  合  せ  先   常 務 取 締 役  飯 田  潔 

電  話    0 3 - 6 2 6 2 - 1 0 5 6 

 

平成 28年 12月期連結業績予想と実績値の差異及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

平成28年12月期（平成28年1月1日～平成28年12月31日）の当社連結業績につきまして、平成28年11月11日に発表した

平成28年12月期通期連結業績予想値と実績値との間に差異が生じましたので下記の通りお知らせ致します。 

また、平成28年12月期連結会計年度において特別損失が発生いたしましたので、併せてお知らせ致します。 

 

記 

１．平成28年12月期通期連結業績予想値と実績値との差異（平成28年1月1日～平成28年12月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
1 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

975 

百万円 

13 

百万円 

27 

百万円 

52 

円 銭 

2.07 

実績値（Ｂ） 935 24 41 34 1.37 

（Ｂ－Ａ） △40 11 14 △18  

増減率 △4.1％ 84.6％ 51.9％ △34.6％  

（ご参考）前期連結実績 

（平成 27年 12月期） 
756 △209 △216 △481 △20.93 

 

２．差異発生の理由 

当初予想額として営業利益を 13 百万円と見込んでおりましたが、販売管理費のさらなる削減により、営業利益は 24

百万円となりました。くわえて、円安による外貨建て資産の評価の見直しにより経常利益は 41百万円となりました。当

期純利益につきましては、当初 52百万円と見込んでおりましたが、平成 29年 12月期（平成 29年 1月 1日～平成 29年

12月 31日）の事業拡大のため、平成 29年度に行う組織再編に伴うオフィス増床の費用を、組織再編引当金として見積

もり、平成 28年度中の損失としたことにより当期純利益は 34百万円となりました。 

 

３.特別損失について 

平成28年12月期において、平成29年12月期（平成29年1月1日～平成29年12月31日）の事業拡大のため、平成29年度に

行う組織再編に伴うオフィス増床の費用を見積もり、特別損失として組織再編引当金12百万円を計上することとなりま

した。 

 

以上 


